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（
土
）に
町
内
3
か
所（
湯
の
沢
児

童
セ
ン
タ
ー
・
寄
中
学
校
体
育
館
・

神
山
地
域
集
会
施
設
）に
お
い
て
、

町
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
で

は
、
富
士
急

湘
南
バ
ス
㈱

か
ら
、
乗
車

人
数
の
減
少

や
、
運
転
士

不
足
な
ど
、

路
線
バ
ス
の

現
状
に
つ
い

て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

会
場
の
参
加
者
か
ら
は
、
「
通
院

や
、
子
ど
も
の
通
学
に
配
慮
し
て

ほ
し
い
」
「
今
後
の
高
齢
化
を
見

据
え
、
な
る
べ
く
減
便
を
少
な
く

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

富士急湘南バスの
ダイヤ改正 (予定)
について

●
屋
外
ス
テ
ー
ジ

・ 

保
育
園
、
小
中
学
校
、
町

役
場
、
自
衛
隊
、
も
の
ま

ね
芸
人
、
福
祉
団
体
な
ど

の
体
操
・
演
奏

・ 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
よ

る
大
ビ
ン
ゴ
大
会

●
屋
外

・ 

富
士
屋
ホ
テ
ル
、
各
種
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
協
力

抱
え
る
課
題
に
対
し
て
市
町
村
な

ど
自
治
体
と
民
間
企
業
が
双
方
の

強
み
を
生
か
し
て
協
力
し
合
い
、

課
題
解
決
に
向
け
て
対
応
し
て
い

く
も
の
で
す
。
本
協
定
の
主
な
目

的
は
、「
町
民
の
健
康
増
進
」「
子

ど
も
た
ち
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
」「
災
害
時
の
感
染
症
予
防
の

推
進
」
で
あ
り
ま
す
。

　
本
協
定
の
最
初
の
取
り
組
み
と

し
て
、
昨
年
12
月
28
日（
木
）に
、

松
田
お
よ
び
寄
中
学
校
２
年
生
の

机
の
天
板
72
台
分
を
、
同
社
が
開

発
し
た
、
銀
イ
オ
ン
を
活
用
し
た

抗
菌
コ
ー
ト
技
術
「
ハ
イ
ド
ロ
　

エ
ー
ジ
ー
　
プ
ラ
ス
」
を
塗
布
し
、

月
に
開
校
す
る
、
新
生
・
松
田
中

学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
制
服
や
体
操

服
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

　
11
月
16
日（
木
）に
実
施
し
た
第

３
回
検
討
部
会
に
お
い
て
、
制
服

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
催
が

決
定
し
ま
し
た
。

制
服
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

開
催

　
昨
年
12
月
19
日（
火
）に
町
民
文

化
セ
ン
タ
ー
の
展
示
ホ
ー
ル
で
制

服
メ
ー
カ
ー
３
社
に
よ
る
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
業
者
に
は
、
事
前
に
新
生
・

松
田
中
学
校
開
校
に
向
け
、松
田
・

寄
地
区
か
ら
連
想
さ
れ
る
コ
ン
セ

プ
ト（
概
念
）を
伝
え
て
お
り
、
各

業
者
か
ら
は
、
制
服
の
素
材
や
デ

ザ
イ
ン
、
快
適
性
、
機
能
性
な
ど

　
昨
年
の
本
紙
12
月
号
で
お
知
ら

せ
し
た
と
お
り
、「
制
服
・
体
操

服
検
討
部
会
」
で
は
平
成
31
年
４

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、

統
合
準
備
委
員
会
と
制
服
・
体
操

服
検
討
部
会
の
委
員
が
参
加
し
、

熱
心
な
説
明
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
今
後
の
審
査
の
流
れ
と
し
て

は
、
1
月
11
日（
木
）の
検
討
部
会

と
１
月
23
日（
火
）の
準
備
委
員
会

に
お
い
て
決
定
し
た
業
者
の
制
服

を
小
・
中
学
校
に
１
週
間
程
度
展

示
す
る
予
定
で
す
。
今
後
は
、
児

童
・
生
徒
や
保
護
者
に
意
見
を
頂

き
、
そ
の
評
価
を
参
考
に
さ
ら
に

検
討
を
進
め
た
後
、
最
終
的
に
制

服
を
決
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

の
経
過
は
、
今
後
も
広
報
な
ど
を

通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
教
育
課
　
学
校
教
育
係

☎（
83
）７
０
２
３

【問い合わせ】　
政策推進課　経営戦略係　

☎（83）1222
富士急湘南バス㈱　　☎（82）1361

教　育教　育

ウ
イ
ル
ス
な
ど
を
寄
せ
付
け
な
い

天
板
に
取
り
替
え
ま
し
た
。

　
こ
の
技
術
は
病
院
や
老
人
福
祉

施
設
な
ど
に
導
入
さ
れ
、
細
菌
や

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
に
効
果
を

得
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
抗
菌
学
習
机
の
耐

久
性
や
損そ

ん

耗も
う

性
な
ど
一
定
の
効
果
が

得
ら
れ
た
際
に
は
、
既
存
の
学
習
机

も
順
次
こ
の
抗
菌
学
習
机
に
変
更
し
、

学
校
に
お
け
る
感
染
症
の
拡
大
防
止

に
取
り
組
む
な
ど
さ
ら
な
る
教
育
環

境
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
教
育
課
　
学
校
教
育
係

　
☎（
83
）７
０
２
３

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
拡
大
防
止
に
効
果
を
発
揮
！
〈
官
民
連
携
事
業
〉

松
田
・
寄
の
両
中
学
校
に
　
抗
菌
学
習
机
を
72
台
配
備

平
成
31
年
４
月
に

開
校
す
る

新
生
・
松
田
中
学
校
の

新
し
い
制
服
に
つ
い
て

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
に
「
ふ
く
し
」
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
人
と
人
と
の
「
つ
な
が
り
」
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
に
「
ふ
く
し
あ
っ
た
か
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
」
を
開
催
し
ま
す
。
屋
内
外
で
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
物
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
！

【
主
催
・
問
い
合
わ
せ
】
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
☎（
82
）０
２
９
４

団
体
コ
ー
ナ
ー

・ 

焼
き
そ
ば
・
焼
き
鳥
・
豚

汁 

・ 

被
災
地
支
援
コ
ー
ナ
ー

・ 

福
祉
車
両
の
展
示

・ 

バ
ザ
ー
・
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
、
裁
縫
製
品
、
ビ
ー
ズ

ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
販
売

●
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

・ 

健
康
測
定
（
骨
健
康
度
、

肌
年
齢
、
血
管
年
齢
）、

体
力
測
定
会

・ 

手
話
、
点
字
、
録
音
な
ど

の
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー

・ 

キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
、
即
興

マ
ン
ガ
似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー

・ 

呈
茶
、
綿
菓
子
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
な
ど

◀ 昨年の様子

ほ
の
ぼ
の
福
祉
・
い
き
い
き
健
康

ふ
く
し
あ
っ
た
か
フ
ェ
ス
タ

午
前
10
時
〜
午
後
2
時
／
午
前
9
時
30
分
か
ら
表
彰
式

町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
周
辺

３
月
４
日
日

2018
　
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
も
と
に
、

今
月
開
催
予
定
の
松
田
町
地
域
公

共
交
通
会
議
に
お
い
て
さ
ら
に
議

論
を
深
め
、
協
議
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

地
域
の
足
を存

続
さ
せ
る
た
め
に

　
今
後
も
、
利
用
者
の
少
な
い
路

線
は
減
便
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
車
を
運
転
さ
れ
な
い
高
齢

者
の
方
や
バ
ス
を
必
要
と
さ
れ
る

方
に
公
共
交
通
を
残
し
、
維
持
し

て
い
く
た
め
に
、
普
段
自
家
用
車

を
ご
利
用
の
方
も
、
車
を
使
う
10

回
の
う
ち
の
１
回
で
も
、
バ
ス
を

利
用
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
町
で
も
今
後
一
層
、
利
用
促
進

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
民
説
明
会
を
開
催

　
富
士
急
湘
南
バ
ス
㈱（
本
社
：

松
田
町
）が
本
年
4
月
を
め
ど
に

ダ
イ
ヤ
改
正
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
新
松
田
駅
―
寄
便
を
は
じ
め

と
し
た
、
町
民
の
大
切
な
生
活
の

足
で
あ
る
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に

つ
い
て
、
1
月
12
日（
金
）と
13
日

老
人
福
祉
施
設
や
医
療
機
関
で

導
入
さ
れ
て
い
る
抗
菌
技
術

　
昨
年
の
本
紙
９
月
号
で
お
知
ら

せ
し
た
と
お
り
、町
は
昨
年
７
月
に
、

富
士
フ
イ
ル
ム（
株
）メ
デ
ィ
カ
ル

事
業
部（
本
社
：
東
京
都
港
区
）と

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
包
括
連
携
協
定
と
は
、
地
域
が抗菌学習机

交換作業の様子

寄中学校体育館にて（１月13日）
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海
外
の
方
と
話
し
て
み
よ
う

　
当
日
は
、
外
国
人
ゲ
ス
ト
と
町

民
の
方
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
ま
す
。
町
民
の
方
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

英
語
や
国
際
交
流
に
興
味
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
国

際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
の
で
、
英
会
話
が
苦
手

な
方
で
も
安
心
で
す
。

〇
こ
ん
な
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・ 

英
会
話
を
習
っ
て
い
る
け
ど
、

試
す
機
会
が
な
い
。
海
外
の
方

と
話
し
て
み
た
い
。

・ 

異
文
化
理
解
に
つ
い
て
積
極
的

に
意
見
交
換
し
て
み
た
い
。

〇 

申
し
込
み
　
２
月
９
日（
金
）ま

で（
先
着
15
人
）。Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー

ル
で
、
氏
名
・
電
話
番
号
・
参

加
人
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

○ 

小
学
生
以
下
の
方
に
は
保
護
者

の
方
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

　
町
観
光
協
会
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
85
）３
１
３
０

E
-M
ail:

info@
letsgo-m

atsuda.com

　
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
町
で
は
、
桜
ま
つ
り
以
外
に
も
、

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
お

り
、
そ
れ
を
お
手
伝
い
し
て
く
れ

る
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
時
間
の
あ
る
時

に
、
で
き
る
範
囲
で
結
構
で
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
町
公
式

サ
イ
ト
か
ら
登
録
申
請
書
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
メ
ー
ル
で
お
送
り

い
た
だ
く
か
、
町
観
光
協
会（
国

際
交
流
担
当
）へ
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
女
性
が
活
躍
で
き
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
女
性
が

輝
き
活
躍
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
創
生
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
こ
の
事
業
の一
環
と
し
て
、
２
月

21
日（
水
）の
午
前
10
時
か
ら
、
子

育
て
中
や
育
児
休
暇
中
で
、「
今

後
の
働
き
方
を
見
直
し
た
い
」
と

い
う
方
や
、「
自
分
の
特
技
を
生

か
し
て
起
業
し
て
み
た
い
」
と

い
う
方
を
対
象
に
し
た
無
料
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
女
性
活
躍

の
専
門
家
を
お
招
き
し
、
子
育
て

か
ら
社
会
復
帰
後
の
キ
ャ
リ
ア
の
作

り
方
や
、
起
業
に
つい
て
学
び
ま
す
。

　
町
民
で
な
く
と
も
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

友
人
と
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

男
性
で
も
も
ち
ろ
ん
参
加
で
き
ま

す
！

　町では、２月24日（土）午後に「まつだ桜まつり」会場に外国人ゲストをお
招きし、国際交流ツアーを実施します。
　松田町自慢の河津桜や吊るし雛の鑑賞の他、茶道や折り紙体験などを通じ
て日本の文化に触れていただき、松田町の魅力をお伝えします。異文化や国
際交流に興味のある方はぜひご参加ください。

育
休
中
の
方
・
起
業
を
し
た
い
方
、
あ
な
た
の
未
来
を
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か

子
育
て
マ
マ
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
と
プ
チ
起
業　
無
料
セ
ミ
ナ
ー

国際交流ツアー in まつだ桜まつり
交流イベント参加者募集！２/24(土）  正午～午後５時

昨年の様子

女性が輝き
活躍するまちづくり

２
月
21
日（
水
）午
前
10
時
〜
午
後
１
時（
予
定
）

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

機
能
訓
練
室

参
加
者
募
集
！

こんなことが学べます！
〇 女性のキャリア構築や女性の生き方・働き
方について

〇女性の起業をめぐる現状と展望
〇起業に必要な条件とは
〇 起業にあたっての現状分析・戦略・マーケ
ティングなど

〇ワーキングまたはディスカッション
　～正午からは先生を囲んでランチ交流会～
　（昼食は各自ご持参ください）

【お申し込み】
下記の電話、または町公式サイト
（右のQRコード）からメールで
２月14日（水）までにお申し込みく
ださい。
◎託児利用（無料）は先着10人限定
　（詳細はお問い合わせください）
【問い合わせ】

政策推進課　経営戦略係　☎（83）1222

「夢を実現するためのキャリアの作り方を一緒に楽
しく考えませんか」

PROFILE
東京女子大学　現代
教養学部非常勤講師。
（株）ワークシフト研究
所認定講師。育休プチ
MBA、女性管理職育
成プログラムにおける
「リーダーシップ」「マ
ネジメント思考」など
の講座を担当している。小

こ

谷
たに

 恵
けい

子
こ

 講師

　ごみの分別にご協力いただきありがとうございます。
　「燃やすごみ」の減量化を推進するため、分別の豆知識を
紹介していきます。ごみ出しのルールを守り、きれいで住
みよいまちを目指しましょう！

Ｑ  燃やすごみに出す「生ごみ」の量が多く、臭いにも困っ
ています。生ごみを減らす方法はありますか？

A  生ごみの多くは水分です。「水を切る」ことで量を減ら
し、家庭や集積所の悪臭を抑えることができます。また、
ごみが軽くなるため、集積所までの持ち運びも楽にな
ります。

〈家庭でできる簡単な「水切り」の方法〉
　ネットやビニールの使用
　 　生ごみを水切り用のネットやビニール袋に入れ、水分
を切ります。水切りで生ごみを約８％減量することがで
き、茶殻など水分の多いものは20％以上減量できます。

　天日干し
　 　野菜の皮などはネットに入れて屋外に干
し、乾燥させる。

　冷蔵庫乾燥
　 　果物の皮などを細かく刻み、タッパーの
ような容器に入れ、ふたをせずに冷蔵庫内
に置き、乾燥させる。

未来のために、
いま選ぼう。
（クールチョイス

：賢い選択）

ダイエットご
み

通
信

【問い合わせ】環境上下水道課　環境係　☎（83）1227

収集量　　　約189ｔ
　　　　　　（昨年同月は約215ｔのため、約12.22％減）

収集運搬費　約199万円
　　　　　　（昨年同月は約226万円のため、約27万円減）
　　　　　　（４月からの累計　約1,837万円／今年度予算額2,697万円）

※毎年収集単価は異なるので、同量の収集費であっても、差
が出ることがあります

12月分 燃やすごみのデータ

町公式サイトにある、ごみの分別辞典
　　　　　　　 なら、ごみの分別方法
がすぐ分かります！
ごみサク


